
講師名

授業目標

使用テキスト

回　数 授業形態 担当講師

1 講義

2 講義・演習

3～４ 講義・演習

5～7 講義・演習

8 試験

評価方法

備　考

科目名 精神看護学Ⅲ
開　講　年　次 2年次後期

講義時間（単位） 15（１）

水津賢二

精神障害をもつ人の事例を通して看護過程の展開ができ、臨床判断能力の基礎を学ぶこ
とができる。

・精神看護学１　精神看護の基礎　医学書院
・精神看護学２　精神看護の　医学書院

授　　業　　内　　容

プロセスレコードの実際

水津賢二

事例紹介・記録演習

記録の実際

臨床判断能力の基礎

試験

出席状況
記録演習（40点）
筆記試験（60点）


